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① H.ws 解説
② 仕事 と 保存力

③ エネルギー 保存則
④ H .W .
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G : いた ちなみに fは) こと で一定のとき
、
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③ F箚 、 C : のけに(劉 t.itぼ) を示せ。

% だぼ) こ だ と kiwi )
の とき f Fd を求めよ

.

.
. I(mi +が、お)

側に感じtsinttsitost.it) dt = mi + ひが

こ鬥 +tif
in .が

一、 だ
24



仕事と 保存が この とき 張力 Tは 仕事を しない
。
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は なぜか?

運動 の 方向 と T の 方向が 垂直だから、

T ハ けけ」 MB )爽
。
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質点mが 約天井 に
かな) 甽

つるされて いて 、
ふりこ の 微小 変位 dk に対して 、 力 Fが

運動を しているとする 。
質点 m にする仕事 dw-F.dk
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物) F = - RU と 書けるとき 、
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F を 保存力 という
。

Kita ) 町 U を ポテンシャルエネルギー という
。

曲線C に沿って けした)→ KHB) と 、

質点 mが 動くとき
、 Fa する 仕事は fTCM -Hi -颸が、dt

性が 颸で ndt = 0(けい) ではあり

F が保存力 のとき 、

肝が する仕事は 経路に よらず
スタート地点 と ゴール地点の情報で決まる

。



高校物理で習う保存力 の例 クーロン 力
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保存力 ではない例 fir = 倥 ymg ) -

で
でき

dt

動摩擦力
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肌 - t img
経路に 仕事が依存する 。



くエネルギー保存則 > mfwi.dk mffi.net
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F = - RV のとき 、

ごびけがきがした) =0(けい) -じけけか )

までした3 ) + UKしたり こまがた) +0(けけい)

運動エネルギー t ポテンシャルエネルギーの 和 辰 -N の マイナス符号 の

= 力学的 エネルギー おかげで 和の形が出てくる
。
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① 保存力 F に対応するポテンシャル ② 質点 m の 位置を みけ) とする 。

エネルギー と して 0を 選んだとき
、 質点M を 原点に 固定 したとき

、

いい。 ( 0。定数) を選んでも
mが Mから 受ける 万有引力を

同じ 保存力 H のポテンシャルエネルギー ベクトル表記で 表せ 。

と して 採用 できること を示せ 。

また 、 そのポテンシャルエネルギが

Un -_-t と 書ける ことを

示せ。


